
※登録締切日: 3月8日 

第１部 非同期シンポジウム  
二酸化炭素回収の最新研究や、海外の持続可能な畜産の取り組みについて、二人のゲストによる講演(ビデオ)を
見ていただき、海外の学生と鹿児島大の学生がウェブ上で意見交換を行います。

2022年2月21日～3月31日 

第2部 オンラインシンポジウム 
ゲスト講師と参加者(学生や一般参加者)との対談とディスカッションを対面・オンラインのシンクロ型で行います。
ファシリテーター ： 野村久子（九州大学）　廣政恭明 （九州大学）

2022年3月10日  09：00～1２：00 JST

第３部COILの取り組みについての紹介
大学の世界展開力強化事業各コースの学生が2020年度、2021年度の取り組み(COIL)について紹介を
行います。

2022年3月10日  13：00～14：30 JST 

参加者：関連大学に限定

一般公開

一般公開

* Source image courtesy of all-free-download.com
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問い合わせ先:  鹿児島大学グローバルセンター ： sekaitenkai @gic.kagoshima-u.ac.jp 

下記のURL 、もしくは右の QR コードにアクセスし、参加登録フォームの入力をお願いします。
登録確認後、シンポジウムへの参加方法についての詳細をメールでお知らせします。
https://forms.gle/ejCeP6oEXr6igEjJ8

参加者登録

【趣旨】
   SDGsとは、2015年に国連加盟国が一致団
結して採択した持続可能な開発計画「我々の世
界を変革する」において、2030年までに達成す
るよう定められた１７の目標を指しています。
　本シンポジウムでは、SDGsのポリティクス、
すなわち技術革新が抱える安全性や倫理の   
問題、環境と経済のトレードオフの問題等につ
いて、国内外の研究者が講演を行い、オーディエンスと共に議論を行います。果たして新
しい技術は「誰も取り残さない社会」を作ることができるのでしょうか？根本的な価値観
の転換はどのように起こすことができるのでしょうか？

講演題目「アメリカにおける倫理的で持続的
な方法で生産する牛肉」 
“Producing Beef in a Sustainable 
and Ethical Manner”
（英語講演・日本語字幕）

講演題目「ビヨンドゼロ社会実現に向けた新しい二酸
化炭素のネガティブエミッションテクノロジー」      
“New Negative Emission Technologies of 
Carbon Dioxide for the Realization of a 
Beyond Zero Society”
（日本語講演・英語字幕）

【特別講演】SPECIAL GUEST LECTURES

（九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所、
ネガティブエミッションテクノロジー研究センター）

（ジョージア大学農業環境科学部）

JOHN MICHAEL GONZALEZ 
ジョン・マイケル・ゴンザレス　

藤川茂紀　FUJIKAWA SHIGENORI
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